
仲
なか

直
なお

りする

　ジェイコブは、わくわくしながら 目
め

を 覚
さ

ました。今
こん

週
しゅう

は ずっと、

この 日
ひ

を 楽
たの

しみに していたんだ。今
きょう

日は、家
か

族
ぞく

で 海
うみ

に 出
で

かける。

ジェイコブは さっと 起
お

きて 服
ふく

を 着
き

、ベッドを 整
ととの

えて、朝
ちょう

食
しょく

を 食
た

べに 

下
した

に おりてきた。

　ジェイコブが キッチンに 行
い

くと、妹
いもうと

の エミリーが いた。

「ジェイコブったら、のろまね！　わたしは もう、何
なん

時
じ

間
かん

も 前
まえ

から 

起
お

きてるのよ。海
うみ

に 行
い

く 準
じゅん

備
び

も 全
ぜん

部
ぶ

 できてるわ。」と 妹
いもうと

は 言
い

った。

　「持
も

ってく 物
もの

なんて、大
たい

して ないさ。砂
すな

で 遊
あそ

ぶのに 使
つか

う 物
もの

が あれば

いいんだ。ものすごく でっかい レーストラックを 作
つく

りたいからね。」

　「それは もう、全
ぜん

部
ぶ

 わたしの 荷
に

物
もつ

に 入
はい

ってるわ。お姫
ひめ

様
さま

の お城
しろ

を

作
つく

るの。お父
とう

さんも 手
て

伝
つだ

って くれるのよ。」

　「そ・・・そんな・・・」　ジェイコブは 早
はや

口
くち

に なった。「ぼくが 

砂
すな

用
よう

の 道
どう

具
ぐ

を 使
つか

いたいの、知
し

ってただろ？　砂
すな

浜
はま

で レーストラックを

作
つく

るんだって、ずっと 話
はな

してたじゃ ないか。」

　「わたしが 使
つか

い終
お

わるまで 待
ま

つのね。」



　ジェイコブは 「意
い

地
じ

悪
わる

！」と 言
い

って、エミリーを 荒
あら

々
あら

しく おした。

　エミリーも、おこって 声
こえ

を 上
あ

げた。「お母
かあ

さん！」

　「一
いっ

体
たい

 どうしたのよ？」と、お母
かあ

さんが たずねた。

　「ジェイコブが おしたの！」とエミリー。同
どう

時
じ

に ジェイコブも 言
い

った。

「エミリーが ひとりじめに してるんだ！」

　お母
かあ

さんは ため息
いき

を ついて、いすに すわった。

「朝
あさ

っぱらから ケンカなんて、残
ざん

念
ねん

だわ。せっかく 

１
いち

日
にち

を 楽
たの

しく 過
す

ごそうと していたのにね。

あなたたちが ケンカするなら、

出
で

かけるのは 止
や

めに するわ。」

一
いっ

体
たい

、どう 

   なっちゃったんだ？

　「いやだあ！」と、二
ふたり

人が さけんだ。

　「それなら 二
ふたり

人とも、問
もん

題
だい

を 最
さい

初
しょ

から 正
ただ

しなさい。解
かい

決
けつ

策
さく

を 考
かんが

えるの。

あなたたちに できる ことは 何
なに

かしら？」

　ジェイコブは 考
かんが

えた。（一
いっ

体
たい

、どう なっちゃったんだ？　起
お

きた 時
とき

は 

すごく うれしかったのに。それに しても、時
とき

々
どき

 エミリーは すごく 

頭
あたま

に 来
く

るんだよね。だけど、砂
すな

用
よう

の 道
どう

具
ぐ

を 使
つか

えない ことよりも、

海
うみ

に 行
い

けない ことの ほうが いやだよな。」



　ため息
いき

を つきながら、ジェイコブは 言
い

った。「頭
あたま

には 来
き

たけど、らんぼうに おしたのは 

悪
わる

かったよ、エミリー。ごめんな。」

　「エミリーは？　何
なに

か 言
い

う こと ない？」と お母
かあ

さんが たずねた。

　「砂
すな

用
よう

の 道
どう

具
ぐ

の ことで、意
い

地
じ

悪
わる

を 言
い

うべきじゃ なかったわ。わたしは ただ、

大
おお

きくて 最
さい

高
こう

の 砂
すな

の お城
しろ

を 作
つく

りたかっただけなの。いっしょに 道
どう

具
ぐ

を 使
つか

えば 

いいわよね。」

　「上
じょう

出
で

来
き

だわ。問
もん

題
だい

が ある 時
とき

は 前
まえ

向
む

きに 解
かい

決
けつ

策
さく

を 考
かんが

える ほうが、

ケンカするよりも、ずっと いいわね。」

　「お姫
ひめ

様
さま

の 砂
すな

の お城
しろ

を 作
つく

って、その 周
まわ

りに、レーストラックを 作
つく

るのは どうかな。

お父
とう

さんにも 手
て

伝
つだ

って もらって、いっしょに やろうよ。」と、ジェイコブが 言
い

った。

　「楽
たの

しそうじゃ ない。じゃあ、お姫
ひめ

様
さま

の 車
くるま

も、荷
に

物
もつ

に 入
い

れるわ。」と エミリーが 言
い

った。

　ジェイコブは 今
け

朝
さ

 起
お

きた 時
とき

のように、また うれしい 気
き

分
ぶん

に なった。これから 海
うみ

で 

過
す

ごす １
いち

日
にち

が 楽
たの

しみだ。

成
せい

功
こう

の ひけつを 覚
おぼ

えていよう：

自
じ

分
ぶん

が して ほしいように、他
ほか

の 人
ひと

にも 敬
けい

意
い

を はらって して あげよう。

他
ほか

の 人
ひと

の 身
み

に なって 考
かんが

えよう。問
もん

題
だい

が あれば 解
かい

決
けつ

策
さく

を 考
かんが

えよう。

まちがった ことを したなら すぐに あやまり、

人
ひと

の まちがいも ゆるして あげよう。
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